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公共施設あり方検討特別委員会会議録 

 

開閉日時  平成２６年９月１７日(水) 午前１０時００分～１０時４７分 

会  場  委員会室 

 

１．出席者 

    １番 長谷川広昌、 ２番 黒川美克、   ３番 柳沢英希、  

     ４番 浅岡保夫、  ５番 柴田耕一、   ６番 幸前信雄、 

    ７番  杉浦辰夫、  ９番 北川広人、 １０番 鈴木勝彦、 

１１番 鷲見宗重、 １２番 内藤とし子、１４番 内藤皓嗣、 

１５番 小嶋克文、 １６番 小野田由紀子 

   オブザーバー 議長、副議長 

    

２．欠席者 

   なし 

 

３．傍聴者 

   なし 

 

４．説明のため出席した者 

   市長、副市長、教育長、 

総務部長、行政ＧＬ、財務ＧＬ、 

学校経営ＧＬ、行政Ｇ兼財務Ｇ主幹、学校経営Ｇ主幹、行政Ｇ主事 

 

５．職務のため出席した者 

   議会事務局長、書記２名 

 

６．付議事項 

１．報告及び連絡事項 
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  ２．協議事項 

  ３．審査事項 

  ４．その他 

 

７．会議経過 

 

 委員長挨拶 

 市長挨拶 

 議長挨拶 

 

委員長 次に、本委員会記録の署名委員の指名についてであります。本件につ

いては、委員長から御指名申し上げて御異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、副委員長の小野田由紀子委員を指名いたします。 

 

 

《議 題》 

１ 報告及び連絡事項について 

委員長 当局より本日の配布資料の説明をお願いします。 

説（総務部） それでは、本日の報告及び連絡事項といたしましては、庁舎整

備事業募集要項等に対する質問及び回答について、これは資料はございません。

次に、高浜小学校建てかえに向けての検討状況について、次に、高浜小学校建

てかえに向けての推進体制について、そして、高浜小学校建てかえに向けての

今後のスケジュールについて、最後に高浜市公共施設のあり方計画（案）説明

会、これは高浜小学校区において行いました地区説明会でのアンケート調査の

集計結果について。以上５点について、御報告及びご説明を申し上げるもので

ございます。まず、資料はございませんけども「庁舎整備事業募集要項等に対
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する質問及び回答」についてでございます。 

委員長 資料は皆さん、渡してありますので、ネットに出してあるやつですよ

ね。全部渡してありますので。 

説（総務部）８月１１日の募集要項等の公表後、事業者５社より計１８２件の

質問をいただきました。内訳といたしまして「募集要項」に関する質問が 

５４件、「要求水準」に関する質問が８４件、「その他」が４４件となっており

ます。このうち「募集要項」に関する質問５４件のうち、３０件が事業者との

契約及びリスク分担に関する質問で、事業者の関心の高いところでございまし

た。この事業者から質問内容及び回答につきましては、ただいまも委員長から

お話がありましたが、９月９日にホームページにおいて公表をさせていただい

ております。次に資料１「教育環境整備検討委員会での検討状況」を御覧くだ

さい。高浜小学校の建てかえに向けて、これまで教育環境整備検討委員会と学

校経営グループにおきまして、主に学校機能を中心に、その検討が進められて

まいりました。これまでの検討状況でございますが、まず平成２５年５月１０

日開催の教育環境整備検討委員会におきまして「公共施設あり方計画（案）」を

もとに、今後の公共施設のあり方についての概要を説明をさせていただき、合

わせて高浜小学校の建てかえについて、先生方の現場の声をお聞きしながら検

討していくことを、お願いをさせていただいております。そして、教育環境整

備検討委員会で最終的に取りまとめられた要望事項、学校現場の声が、本日の

資料の左側にお示しをしたものであり、これは１２月９日付けで、教育長宛て

に提出されております。そしてその後、今年度に入り再度、教育環境整備検討

委員会及び学校経営グループにおいて検討が続けられ、新しい高浜小学校のイ

メージとしてまとめられたものが、資料の右側の図となっております。ここで

はセキュリティを重視し、複合する機能は体育館に集約し、校舎とは別棟にす

ることで、セキュリティラインをつくった内容となっております。なお本日お

示しをしましたこの資料１は、あくまでも学校現場としてのものであり、これ

までの検討してきた経過内容ということでございますので、御理解を賜りたい

と思います。次に資料２「学校施設検討部会組織」を御覧ください。高浜小学

校の建てかえに向けての推進体制でございます。公共施設あり方推進本部の下
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部組織として学校施設検討部会を立ち上げ、教育施設、社会教育施設、子育て

施設、福祉施設などの複合化の検討を行ってまいります。メンバーとしまして

は、教育長以下、福祉部、こども未来部、避難所機能を有するということで都

市政策部、そして教育現場から、教育環境整備検討委員会の正副委員長による

メンバー構成といたしております。検討部会の事務局は、学校経営グループと

行政グループで行います。また、この学校施設検討部会の下部組織として検討

テーマに応じた、グループワークを実施します。高浜小学校の基本性能に関す

る検討と、複合化・集約化に関する検討を、それぞれ行うこととしております。

さらに、市民の皆様とともに知恵と工夫を出し合う場、意見交換の場として、

ワークショップを開催することとしております。このワークショップにつきま

しては、その目的として、高浜小学校周辺の公共施設との複合化の検討を行う

こととし、参加メンバーとしては学校関係者として、ＰＴＡの方と教員、複合

化関係団体から御覧の団体、そして行政側から、検討部会のグループリーダー

と各グループの担当者を考えております。なお、ワークショップの進め方につ

きましては現在、検討中でございます。次に、資料３の「Ｈ２６年度からの高

浜小学校整備事業スケジュール（案）」を御覧ください。８月２９日の公共施設

あり方計画（案）の高浜小学校地区の説明会を皮切りに、まず一番下にありま

すが、事務局のほうで、高浜小学校整備検討方針の素案を作成いたします。こ

れは、学校施設検討部会で検討する基本的な内容、例えば、高浜小学校の現在

の敷地や施設の概要、複合化の検討を行う対象施設の概要などをまとめたもの

となります。これを９月中に作成いたします。これを受け、学校施設検討部会

において、資料にありますように、①基本条件の整理、②複合化・集約化する

公共施設の検討、③計画条件の整理、④モデルプランの作成、⑤事業計画の検

討を行い、これらをまとめた検討方針を３月上旬までかけて、取りまとめを行

ってまいります。この間、市民との協働によるワークショップを、あくまでも

予定ではございますが、１０月末、１１月末、１２月末、１月末の計４回を開

催し、市民・利用者の意見等を調整し、最終的に整備方針を取りまとめてまい

ります。また１０月以降、事務局のほうにおいて、事業手法・民間活用手法や

建物整備に係る補助金の検討を行い、その内容も、検討方針の中に盛り込んで
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まいりたいと考えております。次年度、平成２７年度につきましては、この検

討方針をもとに、実施方針を作成し、募集要項・要求水準書の作成・公表、提

案募集、提案審査を行い、事業者決定まで進めていきたいと考えております。

なお、平成２７年度スケジュールにつきましては、市役所庁舎整備事業に沿っ

た形で作成をしておりますが、事業手法によってはスケジュールの変更があり

得ることを御理解いただきたいと思います。最後に、資料４「高浜市公共施設

あり方計画（案）説明会アンケート集計結果」を御覧ください。８月２９日開

催の高浜小学校地区での説明会の際に、アンケート調査を行っておりますので、

その結果報告をさせていただきます。当日の参加者数は、５０名でございまし

た。地域の方、複合化に関係する団体、市議会議員の皆様に参加をいただきま

したが、このうち３１名の方からアンケート調査に御協力をいただいておりま

す。問１から問３は、割愛させていただき、問４の「今後の公共施設のあり方」

の問いでは「複合化や集約化を図る」とした方が８４％と、多くの方が公共施

設の現状を認識していただき、その次なる手段として、複合化・集約化などを

選択していただいたものと理解しております。また問５では、公共施設の中で

将来必要と思われる施設について、学校、幼稚園・保育園、幼児・児童施設と

いった教育関連施設を合わせますと、５３％と半数の方が、やはり教育関係施

設は必要であるとお答えをいただいております。これは、市が考えている公共

施設の更新に係る優先度と合致するものとなっております。また、「自由意見」

でございますが、公共施設あり方計画（案）をある程度理解していただいた方、

行政サービスのあり方を問われる方など、いろいろな御意見をいただいきまし

た。このアンケート調査は、今後の地区説明会におきましても実施し、地区説

明会終了後に、全体としてのまとめを考えておりますので、よろしくお願い申

し上げます。説明は以上でございます。  

委員長 それでは、ただいまの説明に対する質疑を許します。質疑のある方、

挙手をもってお願いをいたします。 

問（６） １点教えてほしいんですけども、高浜小学校の件でこれから話を進

められるんですけども、要は使われてる方が、こういうものもあったほうがい

いとかそういう話が当然出てくると思うんですけども、その時に制約っていう
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か、公共施設をこれからすべて見直していくっていう話の中の一つだと思うん

で、そのときの制約みたいな話っていうのは、誰がどうコントロールするのか。

例えば建設費、今回、高浜小学校の関係で複合化するに当たって、これだけの

ものがあって、長期の財政計画をつくられてますよね。だから今回高浜小学校

の中で、どれくらいの予算を見込んでいるっていうのが、これ見ててわからな

いんですけども。そういうところっていうのは、こうどこで押さえていくのか

なっていうのが、よくわからないんですけど。 

答（総務部） 先ほど、スケジュールのところで御説明をいたしましたが、検

討方針のたたき台を今からつくっていくという中で当然のこと、この分野の事

業費の関係につきましては、中心は行政グループになってまいります。 

問（６） 行政グループになってくるのはいいんですけど、長期の財政見通し

をつくられたときに、要は小学校にかけれる分はこれくらいだっていう見通し

をつくられてるんですよね。それがあって、今回の話に入ってくると思ってる

ものですから。要はアッパーがどこまでだっていうのは、ある程度目途を持た

れてると思うんですけども。 

答（総務部） 長期の財政見通しのところでは、高浜小学校の建てかえ事業に

つきましては約３３億円という試算を出して、長期の財政シュミレーションを

作成しておりますが、この複合化の内容によってはまた変わってまいりますの

で、それによっては、また財政見通しも変更していくということになります。 

問（６） ということはこれ、もし決定されたら都度、長期の見通し。その中

で、今回のこの部分がこういうふうになるという形で、全体が見える形で示し

ていただける、というふうに考えてよろしいですか。 

答（総務部） おっしゃるとおりでございます。 

委員長 ほかに。 

問（３） 資料３のワークショップのとこで、第１回、第２回、第３回、第４

回とありまして、資料２になるんですかね。この学校施設検討部会組織のとこ

で、ワークショップ（案）ということで、公共施設複合化関係団体という部分

がいくつかこう挙げられてはいるんですけども、これ１回、２回、３回、４回

とやっていく中で、いろいろとこう少しずつ組み立てていく、積み上げていく
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形になると思うんですけども、各参加された団体さんのほうから、またその、

例えば施設を使っている方々だとか、その会に入ってみえる方々との協議とい

うのも合わせて進めていただくというふうな話っていうのは、もうしてあるわ

けですか。そういうつもりで、やっていくんですか。 

答（行政） ワークショップの組み立て方につきましてはですね、今まだ現在

検討中ではございます。いろんな多くの方々の御意見は頂戴をしていきたいと

いうふうには思ってございますけども今、委員のおっしゃられたような個別と

いうかですね、そういった形でというよりは、どちらかというとワークショッ

プの中で、そういった意見というものをまとめていけたらな、というふうに。

ただ、個別という話を申し上げていくとですね、やはり皆さん方、その利用さ

れている施設っていうことをやっぱり中心に考えられる、というところがござ

います。そういったところがある程度、その違った方向じゃないですけども、

そういう偏ったふうな形には持っていきたくないな、という思いはちょっとこ

ちらもございますので、その辺はやっぱりワークショップのところで、なんと

かそういう意見の取りまとめのほうは進めていきたいな、というふうには思っ

ております。 

問（３） おっしゃるとおりだと思うんですけども逆に、例えば行政が考えて

いることだとか、こういうふうにしていくっていう中でも、その会の方だとか、

そういう利用者の方にも、逆に理解してもらうのも必要になってくるのかなと

思うので、そこら辺もよろしくお願いします。 

答（総務部） ワークショップにつきましては先ほども、現在その進め方を検

討中ということですが、基本的に、各種団体の方だとか利用者の方が入ってき

ますと、例えば、どうしてもなくしてもらっちゃ困ると。これは、私たちが必

要なんだ、という意見も出てきますが、基本的にワークショップを進める前に、

そういった問題もありますが、どうしたらやれるか。複合化をこれならやって

いけるよ、というような、そういう考え方でワークショップを進めていけたら、

というふうに思っております。 

問（１５） 資料１のほうを見させていただいて、今こういった要望事項があ

るということでございますけども、一つはグラウンドのスペースとしては、今
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の広さと同じなのかどうかということ。それから今の駐車場のスペースが倍っ

てことで、従来の倍ってことで、駐車場がとられておると思います。スペース

的には。こういったことで一つは、地下駐車場は考えられないかということと、

それからしょっちゅう、例えば日曜日なんかは、これ当然、かなりの車が来る

と思いますけど、いろんな行事があれば。普段の時はこれ、ほとんど先生しか

使わないと思います。ということで、ほかに駐車場の９６台分ありますけど、

ほかの日は、例えばなんか運動用に使えるような工夫がされているのかという

ことと、これ校舎も１棟だけですけど、何階まで予想されておるのか。それと

もう一つ、高浜幼稚園となんか、これは何か工事やった後、何か影響があるの

かどうかということをお願いいたします。 

答（学校経営） ただいま御質問のありましたことにつきましてですが、まず

前提といたしまして、先ほど総務部長からも説明がありましたが、あくまでイ

メージとして考えているということを、御了解いただきたいと思います。こち

らに示しましたイメージにつきましては、運動場は、現在の広さと同じものを

想定いたしております。それから、駐車場を地下にはできないかということで

ございますが、先ほども御質問ありました、財政的な面もございますので、地

下にするか、あるいは例えば立体駐車場化するかということも、実際はいろい

ろと議論を交わす中では、出てきておるところでございます。この９６台とい

う台数が、果たして台数、キャパシティ的にどうなのか、というところも一つ

今後、探っていく必要があるとは考えております。それから校舎でございます

が現状、あくまでこれもイメージとして考えておるんですけども、こちらは３

階をイメージしております。それから、高浜幼稚園との工事の進捗に関する影

響ということでございますが、まだちょっと工事、具体的な、どのような進め

方をしていくかというところまでは実際に議論しておりませんので、高浜幼稚

園にかかる影響については、まだそこまで想定しておりませんが、いろいろと

考えていく中で、高浜幼稚園ともいかに連携させていくかというところも、大

きな検討課題になってくるとも考えておりますので、また今後その部分も皆さ

んで議論していきたいと考えております。 

問（１５） まだ当然これ、今いろんなイメージの段階というのはわかってお
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りますけど、できる限りやっぱり生徒さんたちが、思いっきり運動できるよう

な場所を少しでも確保してもらうような、設計をお願いします。 

問（６） １点確認させてほしいんですけども、ワークショップの関係という

のは、それぞれの施設の利用者の方、利用する側の方の立場でたぶん展開され

ると思うんですけども、学校施設の周辺に民家が隣接してると思うのですけど

も、その方たち、従来でいうと学校関係者しか集まってこなかったのが、これ

から集約すると、それ以外の方もたくさん集まってみえるようになると思いま

す。そうなったときに、従来ここまでは我慢できたけども、という話が出てこ

ないかなとちょっと引っかかるものですから。その辺の方たちにこう、うまく

理解活動っていうのは、何か検討されていれば、教えていただきたいんですけ

ども。 

答（学校経営） 隣接する民家の方に関する御理解ということなんですが正直、

現在、学校施設の放課後等の開放授業ということで、一般の方にも広くこの高

浜小学校の体育館とかグランドも、利用していただいている現状があります。

実際のところ、夜遅くまで皆さんでしゃべっていたりということで、いろいろ

と苦情のほうもいただいている現状ではございますので、こちらのほう、隣接

する民家の方にも、今後進めていく内容によっては、しっかりと事前に説明を

していく必要があると思います。また、ちょっと先ほどの駐車場の話にもなる

んですけども、やはり車が出入りするスペースがなかなか取りづらいという現

状もありますので、そういったところもしっかりと今後、民家の方に御理解を

いただきながら進めていかなければいけないということは重々、思っておりま

す。 

委員長 ほかに。 

問（４） 施設の複合化ということで、いろいろな施設をこちらのほうにある

程度集約するということなんですけども、今回、庁舎のほうの建物のほうは、

一応ある程度の目途が立ってきたかと思うんですけど、こちらのほう、学校施

設のほうですと、例えば避難所としてたぶん指定がされてきているかと思うん

ですよね。そうなってくると、このプランの今、見させてもらってるとこには、

例えばある程度、これからは複合化してくるとなると、市民の方が出入りする
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のと、避難所としてのような何らかのですね、機能というのか、市役所のほう

では、庁舎ではあんまり考えていないっていうようなこの前、お答えだったか

と思うものですから、そういったようなことはどうなんでしょうかと思って、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

答（総務部） ただいまの御質問ですが先ほど、組織のところで申し上げてお

りますが、やっぱり避難所機能を有するということで、この施設検討部会のと

ころに都市政策部長、都市防災グループリーダーが入っておりますので、避難

所についてのまた検討はここで行っていく、ということでございます。 

委員長 ほかに、よろしいですか。 

問（１６） このイメージ図を見せていただきまして、この体育館ですけれど

も、今後の考え方としましては、市の体育館と集約していくようなお話を伺っ

ておりますけれども、この体育館は、市民の方も一般的に使うようになるとい

うことを含めますと、ここ体育館のイメージ図。２階建てになってますけれど

も、どのような方向性でいくのか、ちょっと伺っておきたいんですけど、考え

方について。 

答（行政） ただいまの御質問につきましてはですね、これ教育委員会さんの

ほうというか、そちらのほうである程度イメージをつくられているんですけど

も、そのお話の中でですね、やはり複合化する施設といったものをですね、や

っぱり校舎とは別棟にしたい、というような先生方の強い思いがあるというこ

とは、お話を伺っております。ただ、そうした中でですね、複合化という観点

の中で体育館、２階建てというのはですね、１階の部分にいわゆる集会機能、

集会室だとかそういったものを持ってくることによっての、その複合化という

ことが、このイメージの中からでは考えられるのかな、というふうには思って

おります。ただ、今後ですね、やはりワークショップをやっていく中で、この

辺のイメージといったものは、またいろいろと変わってくるかな、というふう

には思ってはございます。 

委員長 ほかに。 

委員長 次に私、一委員として発言したいので、副委員長に、議事進行を交代

いたします。 
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 （委員長に代わり、副委員長が、委員長の職に就く。） 

 

問（９） まず、資料１のですね、教育環境整備検討委員会っていうのはどう

いう組織ですか。いつからの検討ということで、この検討結果の取りまとめと

いうのは、学校経営グループも入ってやられたというお話でしたけども、この

検討委員会自体がちょっとどういうものか見えないものですから、それを御説

明いただきたいと思います。 

答（学校経営） こちらの教育環境整備検討委員会でございますが、高浜市の

教育基本構想を策定いたしました時に、その教育基本構想を着実に推進してい

くために、教育基本構想推進委員会というのを設けまして、その下に、実際に

動く実働レベルの部会を設けております。その中で施設管理面、施設整備面に

おきましては、教育環境整備検討委員会というものを設けまして、学校の先生

方、主に校務の先生方が中心となりまして、７名で組織された委員会でござい

ます。こちらのほう、事務局を学校経営グループのほうで行っております。 

問（９） これはあくまでそこから出てきた、そこと学校経営グループから出

てきた…。検討事項、まあ要望事項でこういうのがありましたよということと、

図面に関してもイメージということで、こういうのも踏まえながら今からつく

っていくということですので、そこのところは理解をさせていただきます。も

う一つですね、例えばワークショップの案が出ておりますけども、この公共施

設複合化団体から数名ということですが、それぞれの団体の方々に、今回のこ

の公共施設のあり方計画を含めて、しっかりと理解をしていただいて、その団

体の考え方をきちんと持ってきていただいて、議論ができる方を選出していた

だかないと、そのワークショップにこの方入ってますから、みたいなイメージ

になってしまうかな、という気がするんですよね。非常に重い荷を背負って出

てこられるというイメージが見える部分があるんですよ。そこのところをどの

ように、今から進めていく段階でですね、各種団体に対して、いかに御理解を

得るかということに関しては、考え方とその手法があるんであれば、お答えい

ただきたいと思います。 
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答（行政） 今おっしゃられたようなことの中で、ワークショップを進めてい

く段階でいろんな進め方というものを考えていかなきゃいけないなということ

は、重々承知をしております。その中で各種団体のほうの御意見を、集約した

ものを持ってきていただく、というようなこともわかってきてはおるんですけ

ども。一つ、そのワークショップの中でもですね、そういったところ、今回の

整備に当たっての基本的な考え方といったものは、皆さんに重々、御理解をし

ていただく中で、ワークショップのほうは進めていきたい、というふうには考

えてございます。したがいまして、町内会長さんにつきましては、これまで何

度か説明会のほうも開催をさせていただいて、御理解はある程度はいただいて

きているのかな、とは思うんですけども、各種団体のほう、先日高浜小学校区

での地区説明会を行ったんですけども、そちらのほうにすべての方が来ている

というところではございません。今回そのワークショップのメンバーをお願い

をする中でですね、そちらのほうの団体さんのほうにおきましては、重々、そ

の考え方といったものをお伝えしていく中で、そこで御議論いただける方のメ

ンバーのその選出っていうか、そういったものをお願いしていきたいな、とい

うふうには思っております。 

問（９） ぜひ、とりあえず代表の方から３人ぐらいみたいなチョイスではな

くてですね、それぞれの団体からこの方をということで出していただけるよう

なスタイルをとっていただきたい、ということをお願いしたいと思います。そ

れから最後になりますけども、資料３においてのスケジュールですが、先ほど

の話でいくと、事業資本によっては変更がある、ということでございますけど

も、我々議員の任期の関係もありますけども、２７年度の部分までこのスケジ

ュールが示されておりますから、あえて聞きますけども、これ高小の整備事業

に関して、議会のかかわる部分っていうのは、現行考えられるのはどこで何が

あるのかと、時期を含めてですね、お教えいただきたいと思います。 

答（行政） 現在のその議員の皆様方におかれましては、４月という改選のこ

ともありますけれども、今回ですね、またできましたらその３月ぐらいのとき

にですね、ある程度その検討方針といったものは、まとめ上げていきたいなと

いうふうには思ってございます。そういったところを少し、御説明のほうは、



 14 

この委員会のほうではさせていただきたいな、というふうには思ってございま

す。その段階におきますと、ある程度その事業手法といったものが少し見えて

くるのかな、というふうには思ってございますので、その段階で２７年度以降

のスケジュール、そういったものも御説明のほうをさせていただければという

ふうには思っております。 

答（総務部） ちょっと補足させていただきますと、今グループリーダーのほ

うが、この検討方針についての関与ということを申し上げましたが、当然２７

年度のスケジュールがありますので、その費用的なもの、こういった話が当初

予算ですね、こういったものが、また出てまいります。 

委員長（副委員長） それでは、委員長の発言が終わりましたので、委員長を

交代いたします。 

 

 （委員長の発言終了により、委員長職に復す。） 

 

委員長 ほかに。 

問（１０） １枚目の資料１の左側にあります、共有スペースと学校スペース

ということですけども、この場面をどのように想定すればいいのか、その想定

を少し教えていただければ、ありがたいと思います。 

答（学校経営） 共有スペースと学校専用スペースとのセキュリティの件。ま

ずこちらの前提としまして、最初に総務部長のほうからもお話があったんです

けども、学校現場の先生としましては、やはり生徒、児童の安全確保というの

が一番大きな課題であるということで、高浜市内でも不審者情報がかなり多く

なってきているという現状もありまして、セキュリティのほうはしっかりとし

てほしいという御意見は多々いただきました。その中で、こちらの右にありま

すイメージ図に落としましたのが、校舎、真ん中辺りにあります校舎Ａ棟とい

うもの、こちらの校舎につきましては原則、学校教育として使用してはどうか

というイメージでございます。共有スペースというのが、体育館部分に集約す

ると。今後の検討の中におきましては、やはり理科室とか家庭科室とかという

もの。こちらの利用についても、やはり学校施設の中にございますので、その
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辺り住民の皆さんに、どうやってセキュリティを保ちながら使っていただくか

というところも今後、検討していく必要があるとは考えております。 

問（１０） そうすると、今までですと学校開放という形で、グラウンドを開

放したり、あるいは体育館を開放したり、というこの部分も当然、共有スペー

スという考え方でいいのか。あるいは、もし震災等がありましたときには、共

有スペースとして、今の体育館の開放、あるいは校舎の開放ということも、共

有スペースとして考えられるのか。その辺の考え方をお聞かせ願いたいと思い

ます。 

答（学校経営） 学校施設開放につきましては、特に現状から考え方を変える

ことはない、というふうに思っております。それから災害時ですが、まずこち

らの高浜小学校。避難所としても指定されておりますので当然、体育館を中心

に、災害時には防災機能の拠点として活用していく必要がある、というふうに

考えております。 

委員長 ほかに。 

問（議長） この小学校を中心とした、集約化の事例。ほかの市町で当然ある

と思いますんで、皆さんそういう勉強もされておると思いますが、私どものほ

うに一つ、一つだけじゃないな。しっかり一回、そういう案を、前例をね、報

告いただけないかなと思います。どこのまちがこういうのをやっておるよ、と

かね。小学校を中心として、例えば老人の部分も入れただとか。いろんなもの

が入ってきておる部分もあるとは聞いておりますけど、そういった事例がです

ね、あればというか調べていただいて、ここに出していただければ、また我々

は我々で、そこにまた調査に入るなり、イメージを、高浜小学校を中心とした

イメージをつくりたいと思っておりますので、あればまた御提示いただきたい

と。 

答（総務部） ただいまの先進事例の取り組みというお話でございましたが、

私どもも当然ワークショップを進めていくときに、イメージが多分、皆さんお

わかりにならんものですから、当然こういった取り組みがあるよ、こんなイメ

ージになりますよ、というような、先進的な取り組み事例というのは、出して

いかないといけないだろうというふうに思っておりますので今後、随時そうい
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った先進事例への取り組んでいる自治体等、今、調査をしておりますので、ま

たお示しができるものがあれば、それは出さしていただきますので、よろしく

お願いします。 

委員長 ほかに。ほかにないようですので、この高浜小学校の整備事業に関し

ましては、次回以降も質疑等、協議事項の中で進めさせていただきますので、

また資料見ていただきまして、ございましたら次回の委員会で、質疑をお願い

いたします。それでは次に一つ、協議事項ということで、これまでに配布され

た資料に対しまして、質疑のある方はお願いをいたします。 

 

２ 協議事項について 

 付 議 事 項 な し 

 

３ 審査事項について 

 付 議 事 項 な し 

 

４ その他 

委員長 皆様のほうでなにかあれば。それでは、私のほうから１点。今日の当

局からの報告といいますか、資料２のほうで見ていただきますと今後、高小に

関してもそうですし、その後の公共施設に関しても多分、多く取り入れられて

いくだろうと思われますけども、ワークショップ方式を入れていかれる。これ

は、複合化とか機能移転だとかということを考えるとですね、当然市民だとか

各種団体の方々の御意見をしっかり聞いて、つくり上げていかなければいけな

いということで、この手法に関しては理解をさせていただいておるつもりです

けども、こういう方式をとられていく中で、議員が、地域の議員さんがですね、

このワークショップの中に入っていくという、委員として入っていくような形

というのは、いかがかなということを少し思います。というのは、一つの理由

が、我々議員というのは各地域から選ばれているわけではないのですよね。市

議会議員ですからそれぞれの、例えば地域に同じ数だけ均等に議員がいるわけ

ではないのです。そういう点を考えると、これは高小だけではなくて、今後も
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含めて考えると、例えば議員さんが一人もいない地域であったりだとか、それ

から非常に多くの議員さんが所属をする地域であったりだとか、ということに

なりかねないものですから。この公共施設のあり方検討特別委員会が今設置さ

れておりますので、議会の意見を求めたいということであれば、この委員会に

持ってきていただく。この委員会はいつでも開けるようにしてありますので、

ぜひそういう形をとっていただいて、議員の方々にはですね、その委員とか、

あるいは顧問だとか、そういった形でこうワークショップのほうの参加という

ものを、当局側も、それから議会からも、それを求めることはしない、という

ことを、ここで確認できたらなということを一つ思います。ワークショップを

開くに当たってですね、当局のほう、事務局を担うところが、例えば地元の議

員さんはどうだ、という話があるのかもしれません。そのときにも今言ったよ

うな話を出していただいて、議会に意見を求めるということであれば、議会と

しては準備してあります、というお伝えをしていただけないかなということを

思いますけども。その件に関しまして、そのような形でよろしいですかね。 

問（議長） 私も全く同感でございまして、過去、公園の部分ではですね、私

も地元の公園をつくるときに、ワークショップに参加をさせていただいたこと

もございますけれども、それとは大きく違いまして今、委員長のおっしゃった

とおりでございまして。そこでですね、地域の小さなお話をさせてもらうとい

うことではなくて、高浜市。今後のですね、全体の意味合いの中で、議会とし

て、議員としてではなくて議会として、統一的な意見を出していただきたいと

いうふうに思っていますので、ワークショップではなくて、この委員会にやっ

ぱり出していただいて、そこで揉むというような話でいっていただきたいとい

うふうに思っております。 

委員長 それではその確認を、当局のほう含めて、よろしくお願いをいたしま

す。そして、続きまして次回の公共施設あり方検討特別委員会ですけども、市

長さん以下執行部の方に出て来ていただいている関係上、事前に日程調整を若

干させていただきましたけども、１０月２３日でしたかね、最後の説明会が終

わるのが。各地区の説明会を今やってますけども、１０月２３日が最後だった

と思います。それが終えてからということで、１０月２７日、月曜日、午前１
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０時を委員会開会とさせていただきたいと思います。その時にはその後、それ

ぞれに進捗があった部分があれば、その御報告をいただくとともに、各地区で

の説明会における意見等示していただけるんであれば、それをまた示していた

だきたいということ。それから協議事項においては、本日いただいた資料は本

日、皆さん方目にしておりますので、これに関しまして、また質疑があるかも

しれませんので、協議事項の中でその質疑を求めると。もちろん、その前の募

集の締め切りが１１月２８日ですので、募集要項、要求水準書、それら諸々の

以前提出された資料に関しても、協議事項において質疑を許しますので、ぜひ

しっかりと読み込んでいただきまして、いろんな方がこれで今、各地区で説明

会を行っておりますから、市民の方々からさまざまな御意見が頂戴できると思

います。議員のほうもですね、そういったところも含めて、しっかりと読み込

んでいただいてまた、この委員会での質疑に出していただければということを

思っておりますので、よろしくお願いをいたします。次回１０月２７日、月曜

日、午前１０時からということで、よろしくお願いをいたします。 

 

 委員長挨拶 

 

                      閉会 午前１０時４７分 

 

            公共施設あり方検討特別委員会 委員長 

 

 

 

            公共施設借り方検討特別委員会 副委員長 


